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ルイ１４世時代の古い邸宅
――「パリ歴史散策」（９）――

ジ ョ ルジュ・カン 著

金 柿 宏 典＊ 訳注

パリは驚きの都会である… 私たちは誰もモンパルナス大通りを知っており，白い石

膏で塗られた�い建物に縁取られ，群衆で雑沓しているこの道を何度も横切っている。

建物の間に煙草屋や電車の切符売場があり，ビヤホールやいろいろな形をした酒瓶をな

らべた明るいショー・ウインドの「ワイン商店」commerce de vinがこの通りを飾って

いる。酒類は「アプサント・ペルノ」１）「アメール・ピコン」２），胴のふくれた瓶のキュラ

ソー，葡萄の葉で飾られた細首の瓶に入ったアルマニャックなど３）。

この大通りのそこここで，この大通りが，当時のパリのこの一帶にあった多くの宗教

団体が所有していた，樹木の繁った庭園や公園の土地に開設された事を想起させるよう

な遺跡に出会う幸運は滅多に無い。

という訳で，２５番地の標札の出ている大変に醜悪な家の前に立ちどまるよう教示し

てくれる必要がある。その正面は ―― 「美術セラミック」Céramique d’artの製作所

とウィーン風パンを並べているパン屋に挟まれている ―― 手羽と脚を胴体に糸で縛

りつけられた鶏が何ダースも並べられているロースト肉屋と，けばけばしい赤を塗りた

くった鉄製の三つの巨大な「雨傘」を看板がわりに掲げている傘屋が入っていた！ し

かしこの建物の左右に，古風な柵が二本の狭い通路に開いており，一軒の素敵な古い邸

宅に通じていた。その住宅４）は大変に古く，時の流れにより古色蒼然とした壁を持ち，怪

人面の彫刻と錬鉄製のバルコニーで飾られていた… ルイ１４世の大御代のこのような
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壮麗な遺跡が，時のもたらす損傷と人間の悪行にも不拘，どうして今も立っているのだ

ろうか？（図版 A，B）

この邸宅はしかしながら左右から密着している石膏の醜悪な建物のため，�額な身代

金を払っていた。安普請の上屋のために屋根が砕かれ，正面玄関から数米はなれた昔は

庭だった場所におそろしくモダンなスタイルの新築の大きな家が立っているのである！

このような出会いは夢想を誘う。前世紀には，多くの善良なパリ市民たちが，モンパ

ルナスの土地に別荘を建て，そこでは，市民たちには親しい「郊外の別荘」vide−bouteille

や，大貴族や実業家たちの喜びである「別邸」Foliesが農地や修道院所有の葡萄畠の間

に点在していた。１７世紀に「パルナス山」Mont−Parnasseがどんな状態かを知るには，

パリの古い地図帳を開くだけでよい。庭に囲まれた小さな家，大庭園の中央の大邸宅が

みられる。長いヴォージラール街５）は，片側はリュクサンブールの広大な領地により，反

対側は団体や教会，「フィーユ・デュ・サン・プレシュー」やカセット街６）の角にある

「カルム・デショー」，バニョー街７）の角のサント テークル，ノートル ダム デ プ

レなどに縁取られていた… パリ市のはずれ，ヴォージラール街とヴィエイユ テュイ

ルリ街（現在のシェルシュ ミディ街）８）の間の曲り角をつくっているこの邸宅は最も孤

立し，最も神秘的であったにちがいないが，私たちは，この「テバイド」９）を選ばせた謎

と孤立の必要性を，間もなく解明できるであろう…

テュルゴ１０）の地図（１７３４）はカルティエ（界隈）全体を示す以上のものである。地図

は私たちの好奇心をそそる邸宅の外形を正確に示している… よりよくといってよい…

地図は私たちが現在その邸宅を再発見したままの姿を提示している。一階から三階まで

あり，三角形の正面破風のある美しい正面玄関。邸宅の前に５点植えの樹木が両側に並

んだフランス風の花壇がある。入口はヴォージラール街に開いていた。

現在モンパルナス大通りになっている所は，１７３４年はでこぼこの起状に富んだ丘で，

その斜面に馬車道が通っていた。この丘の反対側は野原や空地や野菜畑，牧草地や木立

や小さな沼が散在し，春の日曜などパリ市民が団体で楽しみにやってくるこの郊外の魅

力を教示している。人々は草の上で食事をし，デザートの時に歌ったり，クレレット・

ワイン１１）を飲んだり，それから若者たちはコントラダンス１２）を踊り，その間老人たちは

「さいころ遊び」をしていた。これらの好ましき風習は，私たちの祖父母たちの風習

で，１９世紀の前半まで続いた。フロリアン１３）はこれらの風習を優雅な詩句で歌い，デゾ

ジエール１４）とコルマンスはシャンソンに作曲し，ポール・ド・コック１５）の著作はこの種
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の冒険物語に溢れている… （図版 C）

聖職者の財産を没収した後，大革命はそれらの一部を療養所などに改造し，残りを国

有財産として売却したが，そのささやかな節約分はつつましい家や，小さな葡萄畠や個

人の庭に変貌していった… その後，城柵が後退し，パリ市の郊外の合併が生じる。メ

ニルモンタン１６），モンマルトル，ヴォージラールなどがこれらの家々や庭園を吸収し，

第二帝政時代には既に，建築用石材が大木にとって代った。街路，並木道，大通りが生

垣や樹木や泉水の上を通っている。かくして，共和暦第２年（１８０４年）の市街地図で

はまだ何本かの街路の跡や広大な空地が残っていたが，１８４０年には既に全く変ってい

る。１８５０年，グランド ショーミエール１７）のダンス・ホールがモンパルナス大通りに多

くの学生や女工たちを誘引した。〔原注：皆さんが御覧になっている大通りが，モン

パルナス大通りです。照明が悪い低い入口の前に停車している辻馬車が私たちに「グラ

ンド ショーミエール」を教示してくれます。「グランド ショーミエールを知らない

人がいますか？ フランスの何処であろうと，学生たちの天国であり，彼らが帰郷する

時にパリから持ち帰る最も甘美な伝承であるグランド ショーミエールを自慢するのを

聞かない所がありましょうか？ 学生たちの最初に飲むパンチ，彼らの初恋，最初の決

闘が，この「ショーミエール」で起こるんです。彼らが政治家になるのもこのショーミ

エールですし，１８３０年７月２６日月曜日に大規模な反乱１８）の一部を組織したのも，この

ショーミエールなのです。 オーギュスト・リュシェ：『１８３３年の郊外のダンス・

ホール』Les bals champêtres en１８８３, Nouveau Tableau de Paris au xixe siècle, p.３８２］。

人々は下手なヴァイオリンの演奏で踊り，おつまみのエショーデ菓子１９）を食べながら，

「マルスの美味いビール」bonne bière de Marsを一気飲みしたのである… ここが，現

在では，パリで一番人通りの多い繁華街の一つになっているのである。

以上が，この静かな地区で再発見できたルイ１４世時代の遺物である私たちの邸宅の

存在を説明している。２７番地の標札のかかった柵を入ると，すぐさまその美しさ，怪

人面，正面の切り妻の彫刻のモチーフの多様さに魅惑される。入ってみよう。広い石の

階段に錬鉄製の素晴しい手摺がついている。三階から既に最初の手摺につづいてより単

純な手摺が連結し，ついで恐ろしい「鋳鉄」fonte de ferが現れた！ 私たちは現代に

増築された建物に入ったのである。残念なことに代々の所有者たちは，１７世紀の上品

な邸宅を「調べ大規模に増築」してしまったのである。そのため建築学的美しい線は大

いに損なわれてしまった。建物の上部は今日では小部屋の住居や画家のアトリエになっ
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ている。

友人の親切な執り成しで，小部屋の一つを開いてもらった。住居の昔の美しさを証明

するものは何一つなかった。多分あった筈の部屋の内張りの木造部分は完全に姿を消し

ていた。石膏製のギリシャ神話の女神ポリュムニア２０）の像（図版 D）が待ちくたびれて

いる貧弱な芝生を見渡す，蔦の絡んだ鉄製のバルコニーに出会わなかったら，私たちの

訪問は無駄足になったゞろう！ しかし善きパリ市民にとり，歴史的なバルコニーに手

を置くことは喜びでないだろうか？ ともあれ，これこそ何よりもまず大切なものであ

る。御賢察の程を。

＊
＊
＊

モンパルナス大通りの邸宅は，ルイ１４世が，後にマントノン夫人となるスカロン夫

人２１）に，彼女がモンテスパン侯夫人２２）の三人の子供を育成した献身に対する報酬として

与えたものにちがいない。三人の子供たちは，１６７３年に嫡出子と認められて皇子になっ

た。（図版 E）

以下がそれまでの事実である。１６５２年６月，「国王顧問官兼給仕長」conseiller et maî-

tre d’hôtel du Roiの詩人スカロンが，美しいフランソワーズ・ドービニエと結婚した。

結婚契約書は，夫婦の持ち寄り財産を正確に記してあるだけでなく，綺麗な花嫁の戸籍

まで示している。スカロンは婚約者が，年金四ルイ，二つの大きな反抗的な目，大変美

しい胴，美しい二本の手と多くの才気を持っている事を認識した，と宣言している。公

証人は実務的な人物だったので，彼が婚約者に対し如何なる財産を死後に与えるつもり

か，と質問した。「不滅性」Immortalitéとスカロンは断言したのである。

詩人という連中はなんとも度し難い！

その後は誰も御存知の通りである。スカロンは病気のため奇形になったが，妻の献身

のおかげで，それほど惨めな死を迎えなかった。彼女はサン ジャック街２５）のウルスラ

会修道院２６）に引退した。ダルブレ２７）元帥夫人は彼女が自分の家に同居する事を望んだが，

独立を欲していたスカロン夫人はこれをことわった。モンテスパン夫人がスカロン夫人

を知ったのはダルブレ邸で，彼女はスカロン夫人に友情を抱いた。詩人の未亡人は皇太

后が与えてくれた２，７００リーヴルの年金でつつましく暮していた。この年金はマリ・

ド・メディシス２８）と共に消失してしまう。こうして美しいフランソワーズ・ドービニエ
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は生活費がなくなってしまった… 突然，地平線が明るくなる，モンテスパン夫人が廃

止された年金を復活させよという勅許状を国王からとってくれたのである… （図版 F）

それはルイ大王と誇�いモンテスパンの国家的恋愛の時期だった。１６６９年にこの愛

から娘が生れたが，この子は三歳までしか生きなかった。１６７０年３月３０日，（メーヌ

公となる）男子が生れた。〔原注：子供たちを上手に養育し，上手に人の目から隠す事

のできる人物の手に預ける事が問題だった。彼女はスカロン夫人を想い出し，この事を

誰よりも上手にできる人はいないと思った。そこで彼女はスカロン夫人に提案したのだ

が，スカロン夫人は，モンテスパン夫人の子供たちを世話するつもりはない，と答えた。

しかし，もし国王が自分に子供たちの面倒をみるようにと依頼するなら，国王の御意志

には従うつもりだ，と言った。国王はこの件を彼女に依頼したので，スカロン夫人は彼

女と共に子供たちの養育にあたったのである。

『ケリュス夫人の回想録』Mémoires de M me Caylus２９），３８頁］この息子を養育するため

モンテスパン夫人は，トゥールネル街３０）の小さな家にひきこもってつつましく暮してい

た「若く美しい未亡人」スカロン夫人を考えついたのである。最初，スカロン夫人はこ

とわったが，考え直して承諾する。「もしお子様たちが国王のお子でしたら，よろこん

でお引き受けいたします… でも国王が私にそうお命じになって欲しいのです，それだ

けです。」この謎の子供を育てるだけでなく，最初は受け入れる事が問題だった。モン

テスパン夫人は，すべての人の目から自分の弱点を隠す事を熱望していたから，自分の

美しい容姿を隠す新しい衣服を想像するまでになったのである…

「最深奥の秘密を守るあらゆる用心を払った」人目を避けた家の中で，この赤ちゃん

を養育するため赴いたのである。用心の手段は非常によくとられていたので，医師自身

も「目隠し」les yeux bandésされ，この未知の病人の所へ案内されなければならなかっ

た。この律儀な人物は自分の患者の身分は何かと疑念をもつ事はほとんどなかったので，

「そこに居あわせた」太陽王の手から「ワインを一杯」サービスしてもらったほどであ

る！ 回り道をした辻馬車で連れてこられたスカロン夫人は，マスクで顔を覆ったモン

テスパン夫人の邸に入り，子供を受け取り，ショールで包み，盗賊のように退去したの

である…

翌年の３月３１日，サン ジェルマン城館で同じ事が行われたが，しかし今度は赤ちゃ

んを受け取ったのはローザン３１）で，彼はマントで赤ちゃんを包み，この大切な荷物を持っ

て皇后の館を横切ったのだが，赤ちゃんが泣き出すのではないかと，ひやひやしていた。
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彼は赤ちゃんを辻馬車の隅に身を隠して待ちかまえていたスカロン夫人に大いそぎで手

渡したのである。三年の間に，スカロン夫人は国王の三人の子供たちを受け入れねばな

らなかった。彼女は子供たちから目をはなさず，しっかりと監督し，世話をしなければ

ならなかった。しかし子供たちと一緒に住まず，特に生活習慣を何も変えなかったのは，

宮廷の疑念や嫉妬をひきおこすのを恐れていたからだった。彼女が強制されたこの種の

生活を理解するには，彼女がサン シール３２）で語った対話の一つを聞かねばならない。

〔原注：他の人たちと同じように好奇心を持ち，その存在に関心を持ったコルベール３３）

は，彼女が子供たちを育てたのは本当なのかどうかを知りたがった。モンテスパン夫人

は毎晩皇后と遊んでいた。彼はスカロン夫人宅に行き，不意打をしようとして名乘りも

せずに家に入った。彼女は王子の一人を愛撫していた。あわてずに，彼女は巧妙に王子

を隠し，下着の包みのように王子を運び出させ，冷静に大臣と会話をしたので，大臣は

そのためだまされた人間かもしくはそう見えたのである。

『マントノン夫人の歴史に役立つための回想録』

Mémoires pour servir d’histoire à M me de Maintenou，ラ・ボーメル３４）著，第２巻，第４

章，５頁〕。

「可成り特殊なこの種の名誉は，私に無限の苦労と配慮を要求しました。私はインテ

リアの職人や労働者の仕事をするために梯子にも登りました。彼らを部屋に入れないた

めです… 乳母たちは疲れるのが嫌で何もしなかったのですが，彼女たちの母乳はまず

まずのものでした… しばしば私は下着や肉を抱え，変装して，乳母の家を一軒一軒歩

いて行きました。そしてパリ市外の小さな家で病気になった子供と一緒に何度も夜を過

したものです。朝になり，私は裏門から自宅に入り，着替えをしてから正面玄関から出

て辻馬車に乘り，ダルブレ邸３５）やリシュリュー邸３６）に行ったのも，私のお仲間の社会の

人たちに，私が守るべき秘密を持っている事を知られないためでした… この事を悟ら

れないために，モンテスパン夫人の名が口にされた時，私は赤くなるのを防ぐため，大

変な努力をしたものです。」

＊
＊
＊

ラ・ボーメルは，スカロン夫人を急に訪問した国王が体験した感動をもう一つ語って

いる。彼女は「熱を出したメーヌ公爵を片手に抱き，別の手でナント嬢を持ち，ヴェク
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サン伯爵がその間彼女の膝の上で眠っていた」のである。この事について，善良なエゴ

イストである国王は言った。「彼女は良く愛する事を知っているから，彼女から愛され

るのは快楽であろうな」と。〔原注：非常に広い庭のある可成り美しい家に閉じこめら

れ，私に仕える人たちにしか会いませんが，私はとても元気です。私の最後のアヴァン

チュールの中で，すっかり魅了され，恍惚としています。私は毎晩あなたの肥った従兄

（ルーヴォワ氏３７））に会います。彼は自分の主人について何かしら話して帰って行きま

すが，私が長い間彼と会話したくないからです３８）。その御主人は，私の意に反し，時々

我が家に参りますが，不愉快にはならないのですが，絶望して帰って行きます。

『グリニャン夫人３９）宛のスカロン夫人の手紙』Lettre de M me de Scarron à M me de

Grignan，ラ・ボーメルの引用〕

そして，この混乱した印象の影響を受け，国王はスカロン夫人に６，０００リーヴルの給

与を与え，一軒の邸宅を授与し，その邸の召使一同を決定した。

１６７３年から既に秘密は最早秘密でなくなっていた。メーヌ公爵，ヴェクサン伯爵，マ

ント嬢を嫡出子と認める手紙が�等法院によって登記されたからである。そこでスカロ

ン夫人は王子たちに尽した配慮を告白することができた。彼女は天下晴れて生活し，彼

女の邸は公開され，１６７４年１２月４日，セヴィニエ夫人自身が，私たちが先日の朝に一

巡した邸に彼女が訪問した事を，次のような言葉で語っている。

「私たちは昨日，クーランジュ夫人４０）宅でスカロン夫人，テステュ司祭と共に夕食を

共にしました… 私たちはフォーブール・サン ジェルマンの片田舎にあるスカロン夫

人の邸に真夜中に戻るのを楽しみました。（フェルー街４１）の近くのヴォージラール街に

住んでいる）ラファイエット夫人４２）の家からずい分離れていますが，ヴォージラールに

可成り近い田舎に，彼女の邸はありました。大きな美しい家で人は入れません。広い庭

があり，美しく大きな部屋がありました… 彼女は四輪馬車と馬を持っており，彼女は

質素ですが素敵な服を着ており，�貴な人たちと一緒に人生を送っている女性のようで

した。彼女は愛想がよく，善良で気さくでした… 私たちはお話をし，彼女と共に大い

に笑いました…」

事件が続発する。それが大いなる幸運だったのは，スカロン夫人がマントノン夫人と

なったからである。それは国王の后となった事である… 彼女は１７１９年に死去し，邸

はラ・トゥール・ドーヴェルニュ家４３）に移り，１７７８年９月２１日，ゴドフロワ シャル

ル アンリ・ド・ラ・トゥール・ドーヴェルニュ・ド・ブイヨン，テュレンヌ子爵によ
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り，ジャンヌ・カンティエンヌ・レー嬢と実子であるエティエンヌ ゴドフロワ・ド・

フォランヴィルに遺贈された… フォランヴィルは亡命し，イギリス海軍のフリゲート

艦の艦長になった。１８０６年，彼はジャージー島４４）に住んでいた。〔原注：パリの公証人

ルソー氏とその同僚の前でなされた，ゴドフロワ シャルル アンリ・ド・ラ・トゥー

ル・ドーヴェルニュ・ド・ブイヨンより，成人に達した娘ジャンヌ カンティエンヌ・

レー及びその実子エティエンヌ ゴドフロワ ジャン マリ・ド・フォランヴィルにな

されたヴォージラール街の邸の正式な贈与。

レー夫人には用益権を，

フォランヴィル氏には虚用権（用益権無き所有権）と母の死後の用益権を贈与する。

１７７８年９月２１日。

セーヌ県記録保管所］

邸は亡命者の財産として，国家により，１８０６年１０月１１日に売却される。競売命令

書が住居の詳細を示し，庭の状態を記述している。「壁に囲まれ，菩提樹が植えられ，大

きな二面の芝生がある。正面入口はヴォージラール街である。正面に鉄柵のついた大き

な生垣が，脇戸と同じくプティ ヴォージラール街４５）に面している…」ロベール・モレ

ル氏なる人物が全体を４３，０００リーヴルで購入した。

現在の所有者の父親が，１８５８年にこの建物を買収したが，残念なるかな，数年前か

ら荒廃してきた… 「栄光の過ぎ去るはかくも速し」Sic transit gloria mundè…
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ルイ１４世時代の古い邸宅

「パリ歴史散策」（９）

ジョルジュ・カン 著

金 柿 宏 典 訳注

１）absinthe Pernod：ペルノは商標。アプサントは，にがよもぎ，アニス，茴香など

をまぜて醸成したアルコール飲料。強い酒なので飲み過ぎるとアル中になり易かった。

２）Amer Picon：ピコンは食前酒アペリティフの俗語。

３）Armagnacs：現在の南フランスのジェル県一帶の旧名で，アルマニャック伯爵領

だった。この地の銘産のブランデーの総称で，日本でいえば，さしずめ「灘の生一本」

の類か。

４）モンパルナス大通り２５番地のこの邸宅は，１７１２年の建造で，建築主はマチュラ

ン・シュアンヌである。しかし，彼は翌１３年に転売，それ以後はベチューヌ伯，コン

ディ親王，フィリップ・ヴァンドーム，シャルル・ド・ヴァンドームと所有者が代り，

一時ラ・トゥール・ドーヴェルニュ家も所有していたが，１８０６年に亡命貴族の財産と

して競売された。１９１０年当時は版画家のレオポール・フラマンが住んでいた。美しい

入口の柵から入ると，小さな中庭があり，右手にバルコニーとマスカロンの飾りのつい

た�い窓を持つ邸がある。正面玄関上に三角形の破風があり，庭に面しているが，２３

番地からも見る事ができる。

５）rue de Vaugirard：第５区と第６区を通る。サン ミッシェル大通りとフェーブル

大通りを結ぶ長さ４，３６０米，幅１５米から２２米の通り。現在のパリで最長のこの通りは

リュテシアとドルーを結ぶローマ時代の古道であった。１８６０年までパリ城内にあった

ヴォージラール街と，入市税の徴税請負人の柵門の外にあった市外のヴォージラール村

の大通りが，１８６８年に合併して出来た。この道の先端の部分は，フィリップ・オーギュ

ストとシャルル５世の城壁の外にあった外堀の道とヴォージラル柵門を結んでいた。こ

の柵門は，現在のパストゥール大通りと出会った地点にあった。この通りに沿って多く

の名所旧蹟がある。１５番地にはリュクサンブール宮があり，現在は上院がおかれてい
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るが，大革命時代は牢獄として使用された。ジロンド派をはじめ８００名以上が収容され，

そのうちの１／３以上の者が断頭台で処刑された。７０番地にカルメル派の修道院とサン

ジョゼフ教会がある。この教会も大革命時代にやはり牢獄となり，アルル大司教やボー

ヴやサントの司教たちの�位聖職者が監禁され，１７９２年９月２日から４日にかけ，１１５

名の司祭らと共に虐殺された。１８３番地は昔のヴォージラール村の大通りだったが，道

幅は現在の半分くらいしかなかった。この辺り一帶はサン ジェルマン デ プレ大修

道院の所有地で，緑豊かで肥沃な谷間だった。１２５６年，大修道院の司祭ジラール・ド・

モレが，病気療養中の修道士のために別荘を建設した。これにより小さな村落が発展し

たといわれる。この別荘を住民たちは Val gérardと呼んだが，それがやがて Varlgérard，

Vaugirardに転化した。

６）rue Cassette：第６区にあり，レンヌ街とヴォージラール街を結ぶ，長さ２９０米，

幅７米から１０米の通り。１４１２年にはカッセル小路 ruelle de Casselと呼ばれていた。

１５２３年にはプリニー街道 Chemin de Pouligny，１５４７年にはカッセル通り rue de Cas-

sel，１５６１年にはカッセル大通り，Grant−rue Casselとなり，これが転化し，カセット

Cassetteとなった。１８６６年のレンヌ街開通までは，ヴィユー コロンビエ街からカセッ

ト街は始まっていた。この通りの１２番地から１６番地にかけ，ベネディクト派の広大な

修道院があった。また１８番地から２２番地にカルメル派の修道院があり，大革命時代に

国有財産として売却されてしまった（１７９１－９５）。２１番地はイエズス会所有の邸があっ

たが，ここも１７６３年に彼らが追放された時に没収された。

７）rue de Bagneux：１９３５年まであったが，この年にジャン フェランディ街と改名

されてしまった。第６区にあり，シェルシュ ミディ街とヴォージラール街を結ぶ長さ

１６５米，幅１０米の通り。１５３０年頃，ピエール・バニョー所有の土地に開通したため，地

主の名 Bagneultが Bagneuxになった。しかし１９３５年にこの土地の市会議員 Jean Fer-

randi（１８８２－１９３５）の名をとって，新しくジャン フェランディ街となった。２番地か

ら６番地にかけ，１７４７年以降，サン シュピス教区の五番目の墓地がつくられた。バ

ニョー墓地 Cimetière de Bagneuxである。縦横７５米と２８米で，土地が石だったので

衛生的で，死体をそのまま墓穴に入れていた。その共同墓地は５米四方で，深さ６米，

約５００体を埋葬したという。１７５５年６６歳で歿したモンテスキューが此処に埋葬された

という。１７８４年に閉鎖され，ヴォージラール街の新しい墓地に移転した。跡地は数年

後に競売に付された。
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８）rue du Cherche−Midi：第６区と第１５区にまたがる通りで，クロワ ルージュ十

字路とヴォージラール街を結ぶ，長さ１，２１２米，幅１３米から１５米の通り。この道はリュ

テシアとヴォージラールを結んでいたローマ時代の古道で，１８３２年に現在の通りになっ

た。この道路の開通のためヴォージラール街道，ヴィエイユ テュイルリ街道，シェル

シュ ミディ街 rue de Cherche−Midi，シャッス ミディ街 rue du Chasse−Midiなどが

吸収され消滅した。シェルシュ ミディの名の起源は，ドラゴン街の南端にあり，パリ

南部に向ふ出発点となった hôtel de la Chasseに因んで，「Chasseから南Midiに向う路」

rue qui va de la Chasse au Midiの省略形から Cherche−Midiになったという。この通り

には多くの由緒ある豪邸があるが，特に注目されるのは３７番地の邸宅である。この土

地を購入したカルメル派修道会が二軒の豪邸を建築して貸し出した（１７４０）。その

後，１７５６年に借主となったのが，ルイ１４世の子トゥールーズ伯爵の未亡人ソフィー・

ド・ノワイユである。それ以後この館はトウールーズ館 hôtel de Toulouseと呼ばれる

ようになる。大革命によりカルメル会が追放され，この邸宅は政府が所有者となって，

それまで市役所にあった軍関係の部局をここに移転させた。その部局の書記官をしてい

たのがピエール・フーシェ（１７７２－１８４５）で，フーシェ一家も此処に移住する。彼の娘

アデールがヴィクトール・ユゴの初恋の女性で，二人は結婚し（１８２２．１０．１２．），新婚の

二人は，１８２４年３月までこのトゥールーズ館で暮したのである。

９）Thébaïde：テーベを首都としたエジプト南部地方の名称。ローマ皇帝デシウス

（在位２４９－２５１）の迫害を逃れ，多くのキリスト教徒がこの地の砂漠地帯に避難した。

筆者は多分ラシーヌ作『テーバイ物語』La Thébaïde（１６６４．６．２０．初演）などを想起し

たのであろう。テバイ王オイディプスの二人の息子ポリュネイケスとエテオクレスの王

位をめぐる血みどろの争いや，妹アンティゴネの悲惨な末路など，オイディプスの悲劇

が背景になった。

１０）Anne Robert Jacques Turgot,baron de L’Aulne（１７２７－１７８１）：フランスの政治

家，経済学者。父ミシェルはルイ１５世時代のパリ市長だった。最初は聖職者になろう

として神学を専攻，ソルボンヌにラテン語の論文『人間精神の進歩について』という力

作を提出した（１７４９）が，教会に入るのを断念，法学に転じ司法官を目ざした。１７５２

年にパリ�等法院顧問官，翌年に請願書調査官になった。この間に彼はパリの文学サロ

ンの常連として，ヴォルテールや百科全書派と交際，百科全書にも協力し寄稿している。

また宗教的狂信に対しても戦った。リモージュ知事となり（１７６１－６４），フランスで最
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も貧困なこの地方に数々の善政を施行し活性化させた。租税の改革，道路橋梁の建設な

ど公共事業による産業振興，教育施設の改善，職業の自由選択制の確立，農業会の創設，

聖職者たちの社会奉仕への参加などである。彼はまた『穀物取引きの自由について』let-

tres sur la liberté du commerce des grains（１７７０）などの政治経済の著書で注目されるよ

うになった。彼はケネー（１６９４－１７７４）の弟子と自称，重農主義者と目されたが，現在

ではケネーとアダム・スミスの中間に位置すると評価されている。結論的にいえば，彼

の経済計画は，国内外の商業の完全な自由化であった。

ルイ１６世の即位後，宰相に返り咲いたモールパの推薦により，チュルゴは海軍秘書

官（１７７４．７．２０），ついで財務総監（同８．２４．）に任命される。財政赤字解消のため，チュ

ルゴは緊縮財政を唱え，税政の簡素化，穀物の自由取引き，特権的同業組合の廃止，国

内関税の撤廃など，封建制の特権が商工業の発展を阻害している現状を打破し，自由主

義経済による産業の発展，ひいては社会の繁栄を招来しようとした。しかしかかる改革

に対し，国民の権利の保護者を任ずるパリ高等法院が真っ先に反対を表明した。また自

分たちの特権を侵害される事を怖れた貴族階級が，王妃マリ・アントワネット，王弟ア

ルトワ伯らを中心に結束，ルイ１６世にチュルゴの解任を迫ったのである。弱気な国王

は，王朝復活の原動力となり得た改革案を葬り，チュルゴを罷免する（１７７６．５．１２．）。

彼の諸政策は間もなく廃棄されてしまうが，彼の改革の理念は，その後多くの後継者に

より受け継がれていった。

１１）vin clairet：南フランスで栽培される白葡萄の品種から醸成した白ワイン。ボル

ドー地方のものは薄い色の赤ワインになる。

１２）contredanse：イギリスの country danceが起源で，男女が向い合って踊るカドリ

ル。１７世紀，１８世紀のフランスで流行した。

１３）Jean Pierre Claris de Florian（１７５５－１７９４）：南仏ガール県ル・ヴィガン郡の郡庁

所在地ソーヴ市近郊のフロリアン城で生れた。富裕なブルジョワ階級の出身で，ヴォル

テールの甥の子で，この文豪に愛され詩作に励んだといわれる。ルイ１４世とモンテス

パン夫人の孫に当るパンティエーヴル公に仕え，アネ城の宮廷で暮した。１７８８年にア

カデミー・フランセーズの会員に選出され，平穏な晩年を約束されたかにみえたが，大

革命により境遇が激変，反革命分子と逮捕され，熱月９日の政変で，２６日後に釈放さ

れたが，この間，心身共に衰弱し，釈放された１２日後の１７９４年９月１３日に歿した。享

年３９歳だった。彼は１８世紀末から流行した感傷的抒情詩の第一人者で，優雅艶麗な調
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べの作品は広く人口に膾灸し愛唱された。喜劇，騎士道小説，牧歌など多くの作品を残

したが，代表作は『寓話』Les Fables（１７９２）である。

１４）Marc−Antoine−Madelaine Désaugiers（１７７２－１８２７）：シャンソン作家，ヴォード

ヴィリスト。父マルク アントワーヌも有名な作曲家で，１７７４年にパリに定住したの

で，彼はパリ生れのパリ育ち，マザラン校に学んだが，有名な批評家ジョフロワ（１７４３－

１８１４）が教師陣にいた。その後神学校に入ったがすぐ退学，大革命の過激化を恐れ，サ

ン ドミング島の農場主の妻になっている姉を頼ったが，すぐに黒人奴隷の叛乱に会い，

抵抗するも捕虜になり，命からがら脱走，海上で運良くアメリカに向うイギリス船に救

助されたが，戦闘の疲労からか�熱を発し，伝染病かと恐れた船員たちに，着のみ着た

ままの姿で，ニュー・ヨーク港につくなり下船させられた。しかしここでも親切な老婦

人に拾われ，看病を受けて全快する。青春の若さと天性の陽気さで，クラヴサンの教師

の口を紹介され，上流社会の人たちの好遇を得た。帰国の旅費を稼ぎ，やっと彼はパリ

に帰った（１７９７）。帰国するや，幼時から好きだったシャンソンと当時流行のヴォード

ヴィルの創作に熱中し，忽ち有名作家になった。彼は自ら作詩作曲した自作を友人たち

の食卓で歌い，大いに座を賑わした。１８０３年には再興されたガヴォー協会の会長に就

任，新人会員のベランジェを激励し，この才能ある青年を援助した。彼は王党派だった

が狂信的ではなかったので，ベランジェとの共作を厭うことはなかった。代表作は『ド

ニ夫妻』Monsieur et Madame Denis，『午前５時のパリ情景』Tableau de Paris à cinq

heure du matin など。

１５）Charles Paul de Kock（１７９４－１８７１）：父は大革命の間に処刑されたオランダ人の

銀行家である。銀行員として勤務中に発表した小説『わが妻の子』L’Enfant de ma

femme がヴォードヴィルとなって上演されると，銀行員として好しくないとの理由で

解雇されてしまい（１８３５），それ以後文筆生活に入り，１８４０年から７１年にかけて，小

説８３篇，戯曲７２篇を創作，人気作家となった。店員や職人，お針子や下町娘など，パ

リの小市民の生態をユーモアと人情に包んで表現した通俗小説は，その読み易い平易な

文体によりパリの庶民やスペインやイタリアでも大いに愛読された。代表作は『ジョル

ジェット』Georgette（１８２０），『デュポン氏』Monsieur Dupont（１８２４），戯曲では『カト

リーヌ・ド・クールランド』Catherine de Courlande（１８１４）など。

１６）Ménilmontant：パリ東北部の地域で，第２０区に入る。ベルヴィル村の一村落

で，１８６０年にパリ市に合併された丘陵地帯で，パリ市の眺望は非常に良い。労働者や
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職人達の住宅地で，ビュット ショーモン公園やペール ラシェーズ墓地の緑地帯を除

くと，やはり場末という印象である。

１７）La Grande Chaumière：第５区から第６区を経て第１５区に至るモンパルナス大

通りの１１２番地から１３６番にあった一般庶民のためのダンス場で，１７７８年から１８５３年

頃まで隆盛をきわめ，ティヴォリ，マビーユ，イタリヤなどのダンス場のライヴァルだっ

た。初期は藁屋根の小さな東屋が幾棟か散在し，そこで飲んだりダンスをしたりした。

１７８３年にイギリス人のティクソンなる人物が，何人かの共同経営者の協力で，３階建の

建物を新築，周囲の広い庭園に，立木，花壇，洞窟，ブランコなどをつくり，１８１４年

には射撃場も造成した。ティヴォリやボージョンより小規模だったが，すぐさまパリの

新名所になった。やがてジェット・コースターも設置され，１８３７年には新経営者で擲

弾兵上りのライール「親翁」が警察と交渉し警官の巡察を中止させる事に成功，このた

め常に起こっていた警官と学生仲間との喧嘩口論が無くなった。１８４５年にはじめてポ

ルカが紹介され，ついでより大胆な「カンカン」が出現したのも，このダンス場である。

当時の有名な舞姫ローラ・モンテスも踊りに来ている。またジュール・ファーヴル，オー

ラス・ヴェルネ，ポール・ド・コック，エミール・ド・ジラルダン，サン シモン，ティ

エールら，やがて政界，新聞界，文壇，画壇で活躍する人達も，学生時代さかんにここ

に通ったのである。入場料は木曜日が２フラン，土・日曜が１フラン，他の日は５０サ

ンチームだった。しかしクローズリ・デ・リラに取って代られ，１８５５年に閉場した。

１８）７月革命をさす。１８３０年７月２７，２８，２９日，いわゆる栄光の三日間と呼ばれる

パリ市民の武装烽起により，ブルボン王朝が崩壊，オルレアン公ルイ フィリップが即

位し，７月王政が成立した（７．３１．）。決起した叛乱分子の中に学生たちも多く含まれて

いた。

１９）échaudé：小麦粉の生地を茹で，オーブンで軽く焼いた菓子で胃腸の弱い人など

に与えた。

２０）Polymnie，ギリシャ語で Polumnia：芸術の女神一人。作者によって彼女の司る

ものが相異しているが，主として頌歌，パントマイム，抒情詩の女神とされている。し

かしハーモニー，交響曲の創始者とも，幾何学の女神ともされている事がある。

２１）Françoise d’Aubigné, marquie de Maintenon（１６３５－１７１９）：父コンスタン・ドー

ヴィニエは有名なプロテスタントの詩人アグリッパ・ドーヴィニエ（１５５２－１６３０）の息

子だが，悪党で，フランソワーズが生れた時（１１．２７．），イギリス人との内通の罪で，フ
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ランス中西部ドウー セーヴル県の県都ニオールの城に，妻ジャンヌ・ド・カルディ

ヤックと共に監禁されていた。ジャンヌがこの城内の牢獄で出産した娘が，後に国王ル

イ１４世の妻になろうとは夢にも思っていなかっただろう。１６３９年に釈放され，一家は

マルチニック島に移住するが，父が死んだため，ジャンヌはフランソワーズと息子を連

れて帰国する。この息子も父そっくりの悪党として一生を終ったらしい。頼るべき親族

がカトリックだったので，彼女もカトリックに改宗，ウルスラ修道院で教育を受け，１５，６

歳の頃に実家に戻ったらしい。貧しかったが，かの大詩人の孫という栄光の血を受け，

教養もあった美少女は，偶然，隣家に住んでいた『滑稽物語』Le Roman Comique

（１６５１－５７）の作家ポール・スカロン（１６１０－１６６０）に見染められ，自分の死後は生活

できる位の財産は遺贈するという約束で，結婚したのである（１６５２．６．）。夫は妻より

２５歳も年上で，病気のため半身不随だったので，妻という名の介護師をもらったといっ

てよい。やがて夫が死去（１６６０．１０．７．），母も死亡していたので，天涯孤独となった彼

女は，友人だったモンテスパン夫人から，彼女とルイ１４世の間にできた子供たちの家

庭教師を依頼されたのである。彼女の献身的養育により，ルイ１４世の王子たちは立派

に成長した。ルイ１４世は長男のルイ オーギュスト・ド・ブルボン，後のメーヌ公爵

（１６７０－１７３６）を正式に自分の子であると認知した１６７３年１２月，これまでのフランソ

ワーズの献身に感謝し，ヴェルサイユ宮内に居住を許可し，更にマントノンの土地を彼

女に寄贈し，侯爵領として，これ以後，マントノン侯夫人と称する事を許可したのであ

る。マントノン侯夫人となった彼女はやがてモンテスパン夫人に代ってルイ１４世の愛

情を獲得，モンテスパン夫人をヴェルサイユから退去させ，王妃マリ テレーズの死

（１６８３．７．３０．）の後，彼女は秘密結婚により，ルイ１４世の第二の王妃になった

（１６８４．６．？）。その後，彼女は国政に介入していく。

２２）Françoise Athéna��s de Rochechouart de Mortemart, marquise cle Montespan

（１６４１－１７０７）：父モルトマール公爵ガブリエル（１６００－１６７５）はルイ１３世に仕え，パ

リ総督に任命された（１６６９）。彼女はモンテスパン侯爵と結婚（１６６３），王妃マリ テ

レーズの侍女として宮廷に出仕，美貌と軽妙な話術で王妃の御気に入りとなった。こう

してルイ１４世ともしばしば会うようになった彼女は，やがてルイ１４世の愛人になる。

豊かな金髪，魅惑的な青い瞳，眩しいほどの白い肌をもった彼女は，宮廷第一の美女と

して国王の愛情を独占，ルイ１４世の前の愛人だったラ・ヴァリエール夫人（１６４４－

１７１０）を宮廷から追放し修道院に引退させた。また弟のヴィヴォンヌ公（１６３０－１６８８）
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をフランス元帥に昇進させるなど，専横の振舞いが多かった。やがてルイ１４世は情熱

的な美貌と才能溢れる話術で自分を魅了したこの女性がその反面，�慢で毒舌家で野心

家でもあるのに気づくのである。マントノン夫人と対照的なスカロン未亡人の物静かで

堅固な信仰心を持ち，理性と教養ある人柄に，ルイ１４世はひかれていく。家庭的で平

和な雰囲気を国王はスカロン未亡人と楽しむようになる。この事がやがてモンテスパン

夫人の失寵の原因となる。死の床で王妃がマントノン夫人に指環をはずして与えたとい

う事は，自分の死後は自分に代って国王に仕えて欲しいという遺言に他ならなかった。

彼女は自分の敗北を悟り，王妃マリ テレーズの死の翌年の１６８４年，モンテスパン夫

人はヴェルサイユを退出する。パリのサン ジョゼフ修道院に入り，慈善事業に携わっ

たが，健康を害し，中部フランスのアリエ県の温泉地ブルボン ラルシャンボーで治療

中に歿した（１７０７．５．２７．）。６６歳だった。

２３）ルイ１４世の３人の子供たち：モンテスパン夫人とルイ１４世の間には７人の子が

できたが，第一子は夭析，男子３人，女子３人が成長した。文中の３人とは，１６７３年

１２月に国王によって認知された子供たちである。長男ルイ オーギュスト・ド・ブル

ボン，メーヌ公爵，後にドマール公爵（１６７０－１７３６）。次男のルイ セザール・ド・ブ

ルボン，ヴェクサン伯爵（１６７２－１６８３）。長女ルイーズ フランソワーズ・ド・ブルボ

ン，通称ナント嬢（１６７３－１７４３）である。この後に１６７６年に認知されたルイーズ マ

リ・ド・ブルボン，通称トゥール嬢（１６７６－１６８１），１６８１年に認知されたフランソワー

ズ マリ・ド・ブルボン，通称ブロワ嬢（１６７７－１７４９），１６８１年に認知されたルイ ア

レクサンドル・ド・ブルボン，トゥールーズ伯爵（１６７８－１７３７）がいる。

２４）Paul Scarron（１６１０－１６６０）：フランスの小説家，詩人，劇作家。パリに生れる。

幼少の時に母を失い，継母に苛められる。１９歳の時聖職者となり，ル・マン司教に仕

えてこの地に住む。司教の供としてイタリヤに赴く（１８３５）。ローマ滞在中に詩人メナー

ル，画家のプッサンを知る。帰国後はやはり司教の供として町の名家や城館を訪問，こ

の間の見聞が将来の創作に役立った。１６３８年の謝肉祭の時の悪戯が原因といわれる結

核性リューマチにかかり，１６４０年に８年間住んだル・マンを去りパリに帰った。ルイ

１３世の寵姫オートフォール嬢の援助で，１６４３年に５００エキュの年金と「王妃の病人」

Malade de la reineの称号を得た。同年出版した第一詩集『ビュルレスク詩集』Recueil

de quelques vers burlesques の好評に勇気づけられ，『台風』Le Typhon（１６４４），喜劇

『ジョドレ』Jodolet ou le maître valet（１６４３）などを発表，１６４８年に『戯作ヴェルギリ
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ウス』Le Virgile travesti を公刊し，滑稽化ビュルレスク（バーレスク）詩風を確立，写

実小説『滑稽物語』Le Roman Comique（１６５１－５７）で文壇に不動の位置を築いた。し

かしこの間にも病気は進行，首も手も足もしびれて半身不随の状態になった。こんな時

に隣家の気立ても優しい美少女のフランソワーズ・ドーヴィニエを見染めた。彼は彼女

の貧しい境遇に同情，忠実な看護師としても有用な彼女を妻に迎えた。彼の文名と機智，

美人の妻のもてなしにひかれ，彼のサロンは多くの貴族，貴婦人，文学者で賑わったが，

この経費の捻出のため，彼は病躯をおして執筆活動を続けねばならなかった。彼が創作

の苦役から解放されたのは，１６６０年１０月の死によってである。

２５）rue Saint−Jacques：第５区にあり，ガランド街とポール ロワイヤル大通りを結

ぶ，長さ１，５５０米，幅７米から２０米の通り。ローマ人によリュテシアが占領される以

前からあった古道で，ガリヤを北から南へ行く旅人は，シテ島を中継点としてセーヌ川

を小舟で渡った。ローマ人の占領後は，大橋，小橋という２つの橋が建造された。やが

てオルレアン街道となり，ローマ人により幅９米の堅固な舗装道路に改造される。時代

と共にさまざまな呼び名がつけられたが，１８０６年，ドミニコ派の修道院付属のサン

ジャック礼拝堂に因んで，現在の道の名になった。この通りの開通のため，幾つかの通

りが吸収され消滅した。

２６）Les Ursulines：聖女ウルスラを奉戴する修道会。２１の修道会があるが，主要な

ものは聖女アンジェル・メリシによって，１５３５年北イタリアのブレスシアに創設され

た「聖ウルスラ修道会」ordre de Sainte−Ursuleである。１６２０年には修道者が門外に出

ることを許さない couvent cloitréになった。この派の修道女は厳粛な誓願をたてた隠修

修道女で，もっぱら教育に携わった。

聖女ウルスラは，伝説的な存在で，イギリスの王女だった。改宗した婚約者と１萬１

千の処女の侍女を従え，ローマに巡礼，帰途，ケルン近くでフン族に皆殺しに会ったが，

忽ち天使たちが出現し，フン族を追い払ったという。９世紀頃に生れたこの伝説は，ウ

ルスラの墓石なるものが発見された１２世紀に改変されたらしい。１萬１千の処女も，最

初は１１人の女性の殉教者が源になっている。彼女はケルン市の守護聖女で，現在も崇

拝されている。

２７）Maison d’Albret：１１世紀に遡る南仏の名家で，結婚によりペリゴールとカスト

ルの伯爵領，リモージュ子爵領（１４７０），ナヴァール王領，ベアルンとフォワの伯爵領

を取得（１４８４），大領主となった。最も有名な人物は，ドルー伯シャルル・ダルベール，
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フランス元帥で，アザンクールの戦いでイギリス軍に大敗して戦死した

（１４１５．１０．２５．）。アンリ２世がアントワーヌ・ド・ブルボンのため，１５５８年にアルブレ

公爵家を創設してやるが，この子孫のジャンヌ・ダルブレがアンリ４世の母で，彼はア

ルブレ公領を王領に編入する。しかしルイ１４世は（１６５１），スダンと交換してこの旧公

領をブイヨン公フレデリック・モーリス・ド・ラ・トゥール・ドーヴェルニュに与えた

ので，フレデリックはアルブレ公爵となった。１６５４年にフランス元帥となったセザー

ル フェビュス・ダルブレに男子の相続人がいなかったため，アルブレ公家は断絶する。

文中の元帥夫人は彼の妻ではなかろうか。アルブレは昔のガスコーニュ地方の一部で，

ほぼ現在のランド県にあたる。

２８）Marie de Médicis（１５７３－１６４２）：イタリヤ語ではMaria dé Medici。父はトスカ

ナ大公フランチェスコ１世，母はオーストリー大公妃ジャンヌで，１５７３年４月２６日，

フィレンツェで生れた。フランス国王アンリ４世の再婚相手となり，１６００年１２月１７

日リヨンで挙式，１６１０年５月１３日，サン ドニで聖別された。結婚の翌年の１６０１年９

月２７日木曜日，彼女はフォンテーヌブロー宮で後にルイ１３世となる皇太子を出産，王

妃としての責務を果した。美人だったが�慢頑固かつ執念深い性格が災いして，アンリ

４世ははやばやとこの妻から逃げ出したので，彼女の結婚生活は不幸だった。しかしイ

タリヤ女性らしく多産で，皇太子の他にも女３人，男２人を出産している。国王の暗殺

犯ラヴァイヤックの黒幕の一人と疑われて非難されたが，夫王の死後の１６１０年５月１５

日，幼王ルイ１３世の攝政として政権を握り，シュリを筆頭とする夫王の忠臣たちを遠

ざけ，フィレンツェから従って来た腹心の女官レオノーラ・ガリガイとその夫アンクル

元帥ことコンチーニに政治の実権を委ねたのである。しかしながら大貴族たちの不満を

押えられず，リシュリューを登用して難局の打開を企図した。コンチーニの密偵政治へ

の不満を背景に，ルイ１３世は政治の実権を奪取しようとして，親衛隊士官に命じ，コ

ンチーニを暗殺させて（１６１７．４．２５．），母后にかわり親政に乗り出した。ルイ１３世によ

りブロワに追放されたマリ皇太后は何度も政権奪回の戦いを挑むが，リシュリュー枢機

卿によりその都度阻止され，特にルイ１３世とリシュリューの離反を策した「欺かれた

者たちの日」la journée des Dupesと呼ばれる１６３０年１１月１１日の陰謀に失敗してか

ら，彼女は決定的に宮廷から追放された。ブリュッセル，ロンドンなど各地を転々とし

ながら，リシュリュー打倒の陰謀を諦めなかったが，最後はドイツのケルンで窮乏のう

ちに歿した。１６４２年７月３日の事である。
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２９）Marguerite de Villette,marquise de Caylus（１６７３－１７２９）：彼女はアルテミーズ・

ドービニェの孫で，マントノン夫人の従妹にあたる。ルイ１４世の宮廷で成長した彼女

は，１３歳でケリュス侯爵と結婚した。才女だった彼女は当時の出来事について興味あ

る回想録を残したが，これは１７７０年にヴォルテールにより出版された。特にルイ１４世

の宮廷とサン シール家に関しての記録は面白い。本文中ではMémoires となっている

が，辞書では Souvenirs de Mme de Caylus となっている。

３０）rue des Tournelles：第３区と第４区にまたがり，サン タントワーヌ街とボー

マルシェ大通りを結ぶ，長さ５８０米，幅１０米から１５．５米の通り。１８３９年までに何回

かの延長工事の後に現在の姿になったが，そのため多くの小路や街が吸収されて消滅し

た。この通りの一部は１４００年頃には既に存在していて，昔あったトゥールネル宮の東

側に沿って延びていたために，この名がある。１５５９年６月３０日，アンリ２世が騎馬試

合で不慮の事故にあい，死亡したのもこの宮殿である。豪華を誇ったこの宮殿は，夫を

奪ったいまわしい不吉の場所として，王妃カトリーヌ・ド・メディシスの命令により取

り壊されてしまい，その名はこの通りに残るのみである。

３１）Antoine Nompar de Caumont,comte puis duc de Lauzan（１６３３－１７２３）：南仏ロッ

ト エ ガロンヌ県ローザンヌ城に生れた。傲慢で野心的な宮廷人で，最初はルイ１４

世のお気に入りだった。しかし国王が自分に与えると約束した要職を他人に与えてた事

を怒り，国王の面前で剱を折って，こんな君主には仕えられないと叫んだ。実は彼が国

王の命令をきかず，発令前に要職に就く事を吹聴していたのを知って，国王が不快に

思ったからである。この不礼のためローザンはバスチーユに投獄されるが，ルイ１４世

は数日後に釈放してやっている。軍籍に復帰した彼は，アンリ４世の孫モンパンシエ嬢

に恋して結婚しようとしたが，彼に反感を持つ宮廷人の陰謀でこの結婚は成立しなかっ

た。ルイ１４世は彼を慰めるため，フランドル遠征軍司令官に任ずるが，彼はモンテス

パン夫人の不興を買い，司令官を罷免され，逮捕されピニョル牢に投獄されてしまった

（１６７１－８０）。モンパンシエ嬢の熱心な懇願により，やっと釈放された彼は彼女と秘密結

婚をした（１６８１）。彼は監禁の憂さをはらすかのように賭博に耽り，彼女の莫大な持参

金を蕩尽してしまう。転機を求めてイギリスに渡った彼は名誉革命（１６８０）に遭遇，王

位を追われたジェームズ２世の王妃と王子をフランスに安着させた。さらに彼はジェー

ムス２世の復位を実現しようとして彼と共にアイルランドに渡り挙兵するが，ボイン川

の戦いでウィリアム３世軍に完敗（１６９０．７．１１），スチュアート王家再興の夢は断たれた。
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このようなローザンの働きに対し，ルイ１４世は宮廷への出仕を許し，彼に公爵位を授

与したのである（１６９２）。妻のモンパンシエ嬢の死（１６９４）の後，彼はサン シモンの

義妹デュルフォール嬢と再婚するが，サン シモンはローザンの肖像を辛辣かつ適確に

描いている。「薄い金髪の小柄な男だが，均斉のとれた体格で，機智に溢れた�慢な顔

付きをしている。野心満々の浮気男で，何事にも満足せず，学もない… どんな身振り

でも極めて�貴で，勇敢無比，危険なまでに豪胆で… 宮廷のあらゆる人々は彼を恐れ

ている。その毒舌は何人も容赦しない」と。

３２）正確には Saint−Cyre−L’Ecole：ヴェルサイユの西にある町で，現在の人口は約

１７，０００名。１６８６年，マントノン夫人が「サン ルイ学院」Institut de Saint−Louisの名

で，財産のない貴族の子女２５０名のための無料教育施設を創立した。最初，教育は上流

夫人の団体に委任されていたが，１６９２年からアウグスチノ会の修道女たちが先生になっ

た。マントノン夫人が生徒の情操教育のための劇作をラシーヌに依頼し，彼の最後の作

品となった悲劇『エステル』Esther（１６８９．１．２６．）と『アタリー』Athalie（１６９１．１．？）

が，この学院の女生徒たちによって，ルイ１４世をはじめ宮廷人の前で初演されたのも，

このサン シール校であった。国王の死後，マントノン夫人はこの学院に隠退し，ここ

で歿している（１７１９．４．１５）。大革命時代，この校舎は兵営ついで軍病院に転用された。

１８０６年，ナポレオンは１８０２年にフォンテーヌブローに創立した士官学校を此処に移転

させた。以来，この士官学校は，歩兵，騎兵，後に戦車隊の士官を養成した。校舎は第

２次大戦中の１９４０年から４４年にかけて爆撃により破壊された。１９４６年，陸海空特別士

官学校として，モルビアン県コエトキダンに移転した。跡地には，陸軍幼年学校と�等

中学が建設された。

３３）Jean Baptiste Colbert（１６１９－１６８３）：ランスのラシャ商の家に生れ，初めリヨン

の商店に勤務していたが，枢機卿マザランに認められ，彼の個人財産の管理をまかされ

た（１６５１）。ルイ１４世に推挙され，時の財務総監で権勢並ぶ者がいなかったフーケ（１６１５

－１６８０？）の公金横領を摘発し，彼を失脚させた。その功によりフーケの後任として財

務総監に就任（１６６１），次に宮相，海相を兼務（１６６９），事実上の首相としてフランスの

国力の充実に努力した。イギリス，オランダ両国に追いつくため，海外貿易と植民地経

営の振興を推進しようとして，東インド会社を設立した。商船団の安全な活動を確保す

る目的で，海軍力の増強を計画，兵学校，造船所などの諸施設を建設した。国内産業を

保護振興するため，その生産，品質，販売までも監督し，他方，国外からの輸入品には
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重税を課す重商主義的政策を実行した。彼は農民の負担を軽減するため，人頭税の減税

を実施，土木事業を起して国土整理を計った。また科学や芸術の振興にも留意し，アカ

デミー・フランセーズを援助，多くの作家や芸術家に年金などを授与して，創作活動を

奨励した。彼はルイ１４世の好戦的性格による多大な軍事費の支出が，国家財政を破滅

させるのではないかと憂いつつ歿した（１６８３．７．６．）。ルイ１４世の国王としての成功は，

コルベールの献身的な努力による財力にその大半は負っていた，といってよい。

３４）Laurent Angliviel de La Beaumelle（１７２７－１７７３）：南仏ガール県ヴァルローグ生

れの作家。教育はカトリックの学校で受けたが，家代々新教徒だった。ジュネーヴ，デ

ンマーク滞在後に帰国，教師になったがやがて辞任，ベルリン滞在中にヴォルテールと

知り合う。しかしこの哲学者は近著の『パンセ』Mes pensées（ベルリンで出版）の中

で，ラ・ボーメルをあからさまに批判した。このためヴォルテールは一生を通じての宿

敵となる。帰国した彼は『ルイ１４世の世紀についての覚書』Notes sur le Siécle de Louis

XIV（１７５２年，３巻）の中で，このヴォルテールの代表作を徹底的に批評し攻撃した。

しかも彼はヴォルテール攻撃のみならず，オルレアン公爵を論難する過激さで，これが

筆禍となり，バスチーユに１年間投獄され，釈放後はパリから５０リュー（１リューは

約４粁）の所払いになった。本文に引用されている『回想録』はアムステルダムで出版

されたが（１７５５－５６），この著作の中でも，彼は前回の筆禍事件を忘れたのか，ルイ１４

世自身の人柄とその取り巻きの性悪な顧問官たちを君側の奸として批判している。この

ため再びバスチーユに投獄された。１年後に釈放，パリ所払いとなり，トゥールーズに

去っている。しかしこの都市で起った貿易商ジャン・カラ（１６９８－１７６２）に対する裁判，

息子が新教からカトリックに改宗するのを妨害するため殺害した，という殺人罪で父

ジャンが起訴されたカラ事件では，ヴォルテールと同じく，ラ・ボーメルもカラの無罪

獲得のために戦ったが，二人が和解する事はなかった。１７７０年に許されてパリに帰っ

た彼は，国王司書に任ぜられ，年金を支給されたが，その数か月後に友人のラ・コンダ

ミーヌの家で歿した。

３５）hôtel d’Albret：第３区と第４区にまたがるフラン ブルジョワ街（長さ７０５米，

幅８米から１３米）の３１番地にある。この邸はフランス軍総司官だった偉大なる将軍ア

ンヌ・ド・モンモランシーが定礎式を行った。その後，相続や転売により所有者は変

り，１６４８年，セザール フェビュス・ダルブレが義兄アンリ・ド・ゲネゴーから贈与

され，持主になっていた。彼は豪華な生活を好み，家族の他に親族や友人たちを自分の
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周囲に集めていたがその中に従兄のモンテスパン侯やスカロン未亡人がいたのである。

彼女は人柄の良さを見込まれ，モンテスパン夫人とルイ１４世の間に出来た子供たちの

養育のため，この家に住み込むことになる。

３６）hôtel de Richelieu：この名のついている邸は第４区ベチューム河岸１８番地のも

の。これは相続によってリシュリュー枢機卿の甥の子フロンサック公リシュリュー元帥

（１６９６－１７８８）が，１７２９年に持主になった。次は第２区のルイ ル グラン街３４番地

のハノーヴァー館 pavillon de Hanovreで，リシュリュー元帥が前の所有者アンタン公

から買取り，巨費をかけて改造した邸で（１７６０年完成），彼がハノーヴァーを占領した

時に手にした掠奪品の財宝が建築費になったからといわれる。３番目は第３区と第４区

にまたがるヴォージュ広場２１番地の建物だが，リシュリュー枢機卿自身は住まず，召

使たちが住んでいたのではないか，といわれる（１６２２－２５）。この邸は一度他人の手に

渡るが枢機卿の甥の子アルマン ジャン・デュ・プレシ・ド・リシュリュー公爵

が，１６５９年に１６７，０００リーヴルで買収，やがて自分の息子，未来のリシュリュー元帥

となるフロンサック公（１６９６－１７８８）に遺贈している。従ってルイ１４世とモンテスパ

ン夫人との間に出来た最初の３人の子供たちは，年代的にみても，またスカロン未亡人

の住んだフラン ブルジョワ街のアルブレ邸からの距離から考えても，本文中のリシュ

リュー邸はこのヴォージュ広場の邸ではなかろうか。

３７）François Michel Le Tellier, marquis de Louvois（１６４１－１６９１）：父ミシェル

（１６０３－１６８５）も有能な政治家，外交官で，陸相の時，フランス軍制を改革し，後事を

ルーヴォワに托した。父の遺志を継いで彼も陸相となり，ルイ１４世の軍事的栄光を求

める野心を煽り，名将テュレンヌの戦死（１６７５．６．２７）以後は，フランス軍の総帥とな

り，軍備の充実に努力した。指揮命令系統を確立，地方軍を整備し兵員を増強，常備軍

を３０万に拡大し，また優秀な士官養成のための兵学校を創立した。常に増大する軍事

費，戦費を抑制しようとする財務総監のコルベールとは烈しく対立した。しかし彼の死

後，ルーヴォワはルイ１４世の最も信頼を寄せる寵臣となったが，国王とマントノン夫

人との秘密結婚に反対したため失寵し，不遇のうちに歿した（１６９１．７．１６．）。彼は絶え

ず国王を戦争に駆り立て，軍事的栄光を追い求めさせた。剛直で独裁的で野蛮な性格の

ルーヴォワはフランス軍兵士に対し，占領地の住民を屈従させるため恐怖をばらまく弾

圧政策を実行するように指示した。その結果，パラチナ地方の掠奪（１６７９），ジェノヴァ

砲撃（１６８４），龍騎兵による暴行などは，彼の責任とされている。
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３８）マントノン夫人のルーヴォワに対する嫌悪感は，彼が自分とルイ１４世との秘密

結婚に反対し，国王にこの結婚を断念するように忠告した事により頂点に達した。彼女

は夫になったルイ１４世にルーヴォワへの不信と憎悪を吹きこんだ。このような愚かな

結婚は，ルイ１４世をヨーロッパ中の嘲笑の的になる，とルーヴォワは公言している，と

いう具合に，彼女は国王に囁いたらしい。ともかく側近中の側近だった彼が突然宮廷か

ら退出させられ，しかもその直後に急死した事が，暫くの間，マントノン夫人の策略が

あったのではないか，と噂された。

３９）Françoise Marguerite de Sévigné, comtesse de Grignan（１６４６－１７０５）女流作家

セヴィニェ夫人の愛娘で，彼女がグリニャン侯爵（１６２９－１７１４）と結婚し（１６６９），同

年，夫がプロヴァンス副総督として赴任するのに同行，夫の退官後は，夫の故郷の南仏

ドローム県グリャンに住んだ。娘と別れたセヴィニェ夫人がパリやヴェルサイユなどの

近況を彼女に書き送った『手紙』Les Lettres が，書簡文学の傑作になった事は周知の事

実である。グリニャン夫人は大変な美人だったが道徳心堅固な立派な貴婦人だったそう

で，彼女も母譲りの文筆の才があった。

４０）Marie−Angélique du Gué de Bagnole, marquise de Coulanges（１６４１－１７２３）：夫

のクーランジュ侯フィリップ・エマニュエル（１６３３－１７１６）はセヴィニェ夫人の従弟

で，パリ�等法院顧問官だったが，趣味の人生を送るため，顧問官の職を買却，シャン

ソンの作詞などを楽しんだ粋人で，『回想録』Mémoires を残しているが，セヴィニェ夫

人からの手紙もつけ加えられている。妻のマリ アンジェリックは，ルイ１４世の宮廷

を彩る美女の一人で，彼女もセヴィニェ夫人からの手紙を加えた書簡集をだしている。

４１）rue Férou：第６区にあり，カニヴェ街とヴォージラール街を結ぶ，長さ１２０米，

幅１２米の通り。この通りは１５１７年の少し前に開通したが，以前はフェルー袋小路と

いったのは，この土地が，パリ�等法院の代訴人エティエンヌ・フェルーの所有だった

からである。この通りがサン シュルピス小路とも呼ばれたのは，この小路がサン シュ

ルピス街に通じていたからである。１９３６年に通りの一部が分離され，そこがアンリ

ド ジュヴネル通りとなり，現在のフェルー街が出来上った。

４２）Marie−Madelaine Pioche de la Vergne, marquise de Le Fayette（１６３４－１６９３）：

軍人だった父は文学好きで，母は社交好きだったので，小貴族の家庭ながら，ささやか

なサロンを開き，彼女も幼い時から文学的雰囲気の中で成長した。セヴィニェ夫人と親

交があり，文人的な神父メナージュ（１６１３－１６９２）から文章作法の手ほどきを受けた。
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ランブイエ侯夫人のサロンにも通い，当時の一流の文人や貴夫人とも交流をもった。１６６５

年にラ・ファイエット伯爵フランソワ・モティエ（１６８３年死去）と結婚，領地のオー

ヴェルニュに住んだが，領地の相続などの複雑な交渉が生じ，彼女はパリに出て宮廷の

有力者によりパリ�等法院に解決のため運動する事となり，夫と別居する事になった。

しかし夫婦仲がこれで悪くなる事はなかった。彼女は１７，８歳の頃，王妃アンヌ・ドー

トリッシュの侍女として宮廷に出仕していた事があり，この縁で，この頃から親交のあっ

たアンリエット・ダングルテールがルイ１４世の弟フィリップ・ドルレアン妃になった

のを機会に，彼女に仕える事となる。この約１０年間の宮廷生活で見聞し体験した事柄

が，フランス心理小説の傑作といわれる『クレーヴの奥方』La Princesse de Cléve を生

んだ。彼女のサロンには当時の一流文化人が蝟集し，ヴォージラールの館は一時フラン

ス文化の中心の観があった。なかでも『格言集』Réflexions ou sentences et maximes mo-

rales（１６６５）の著者ラ・ロシュフーコー（１６１３－１６８０）との交際は有名である。

４３）La Tour d’Auvergne：１３世紀まで遡るフランスの名家で，居城のラ・トゥールま

たはラ・トゥール・ドーヴェルニュ城は，中部フランスのピュイ・ド・ドーム県の南部

にある県の第二の都市イソワール市西方５０粁にある。この家からはテュレンヌ子爵家

（１４９０），ブイヨン公爵家（１５９４），アルブレ公爵家（１６５１）の３つの家系が生れている。

４４）île de Jersey：フランスの沿岸から２０粁ほどの所にあるアングロ ノルマン諸島

の最大の島で，イギリスの最南端にあたる。面積１１６km２，人口６３，３００人。野菜，花，

牧畜などが主産業で，観光地でもある。亡命したヴィクトール・ユゴーが，１８５２年か

ら５３年まで滞在した。水平線上にフランス本土が見えるので，退役したフォランヴィ

ルも故国を偲ぶ好適地として選んだのだろう。

４５）rue du Petit−Vaugirard：１８３２年にシェルシュ ミディ街が，ヴォージラール街

とクロワ ルージュ十字路を結んで開通した時に吸収され，現在は無い。１５世紀初頭

にはヴォージラール街道とも呼ばれていた。
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DANS LE JARDIN.
Richard et Bourdon, phot.

（図版Ａ）庭内

（図版C）ヴォージラールの辻からみた大通り

LA STATUE DE POLYMNIE.
Richard et Bourdon, phot.

（図版D）歌の女神の像
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FRANCOISE D’AUBIGNÉ, MARQUISE DE MAINTENON.
・

（図版 E）マントノン夫人 （図版 F）モンテスパン夫人
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（追 記）

（１）本稿は，Georges Cain著 Le long des Rues（Flammarion社，１９１２年刊）から，訳

者の興味をそそった章を訳したものである。原題の意味は，「通りに沿って」，で

あるが，パリの歴史に言及している箇所が多いので，「パリ歴史散策」と意訳し

てみた。テキストをよりよく鑑賞する一助として，人名，地名などの解説として，

訳注を補足してある。お役に立てば幸甚である。

（２）翻訳にあたり，主として利用させていただいた文献のみ記し，謝意を表したい。

イ）「十九世紀ラルース大辞典」

ロ）「岩波西洋人名辞典」

ハ）「世界美術辞典」（新潮社，昭和６０年刊）

ニ）「フランス文学辞典」（白水社，１９７４年刊）

ホ）北島広敏著「パリの橋」（グラフ社，昭和５９年刊）

へ）J−P.Clébert：Les Hautes lieux de la littérature frarçaise，（Bordas社，１９９２年

刊）

ト）J.Hillariet：Connaissance de vieux Paris.（Princesse社，１９５４年刊）

チ）J.Hillariet : Dictionnaire historique des rues de Paris（Minuit社，１９８５年刊，２

巻）

リ）Félix et Louis Lagare：Dictionnaire administratif et historique des rues et

monuments de Paris（Maisonneuve et Larose社，１９９４年新刊）

ヌ）村松嘉津著「巴里文学散歩」（白水社，１９５８年刊，２巻）

ル）宇田英男著「誰がパリをつくったか」（朝日新聞社，１９９４年刊）

オ）ミシュラン社編「パリ」（実業之日本社，１９９１年刊）

ワ）河盛好蔵著「パリ物語」（角川書店，昭和３４年刊）

カ）新倉俊一他共著「事典・現代のフランス」（大修館書店，１９７７年刊）

（３）前号（８）に校正ミスがありました。下線の如く訂正して下さい。

p．１．最下段 肩に

p．３．下から３行目 グランジュ

p．１７．下から７行目 悲惨な
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